
道
路
特
定
財
源
は
戦
後
間
も
な
い
１
９
５
０
年
代
に
、
経
済
復

興
の
原
動
力
と
な
る
道
路
整
備
を
急
ぐ
た
め
に
導
入
さ
れ
た
「
暫

定
措
置
」
で
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
７
０
年
代
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク

を
機
に
、
ガ
ソ
リ
ン
消
費
が
落
ち
込
ん
だ
中
で
も
道
路
財
源
を
確

保
す
る
目
的
で
「
２
年
間
の
暫
定
措
置
」
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ

た
の
が
暫
定
税
率
で
す
。

そ
の
目
的
は
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東

京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
よ
う
な
無
駄
な
道
路
建
設
促
進
の
た
め

の

”自
動
装
置
“
と
し
て
、
政
官
業
癒
着
の
構
造
の
も
と
で
継
続

さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
遅
れ
た
地
方
の
道
路
整
備
も
、
こ

れ
ま
で
の
構
造
を
続
け

て
い
た
の
で
は
、
い
つ

整
備
さ
れ
る
の
か
保
証

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。日

本
共
産
党
は
特
定

財
源
を
や
め
、
必
要
な

道
路
整
備
は
も
ち
ろ

ん
、
福
祉
や
教
育
に
も

税
金
の
使
途
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
「
一
般

財
源
化
」
を
主
張
し
て

い
ま
す
。

「
道
路
特
定
財
源
の
確
保
」
意
見
書
採
択

ム
ダ
遣
い
温
存
を
容
認
す
る
の
か
！

今
、
社
会
保
障
や
教
育
予
算
が
削
ら
れ
て
い
く
中
で
、
10
年
間

で
59
兆
円
と
い
う
巨
額
の
税
金
を
道
路
だ
け
に
使
い
き
る
と
い
う

「
道
路
中
期
計
画
」
を
前
提
と
し
た
道
路
特
定
財
源
を
「
こ
の
ま

ま
続
け
て
い
い
の
か
」
と
い
う
世
論
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
米

子
市
議
会
で
は
共
産
党
な
ど
の
反
対
を
押
し
き
っ
て「
財
源
確
保
」

を
要
望
す
る
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
の
一
般
会
計
予
算

こ
こ
が
問
題
だ
！

○
…
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
費
負
担
金
や
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
繰
出
金
な
ど
、
お
年
寄
り
い
じ
め
の
制
度
に
対
す
る
予
算
措
置
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

○
…
給
食
の
民
間
委
託

保
育
所
と
学
校
給
食
の
調
理
業
務
を
民
間
会
社
に
委
託
す

る
た
め
の
費
用
が
約
３
億
５
０
０
０
万
円
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
調
理
業
務
が

民
営
化
さ
れ
た
全
国
の
自
治
体
で
も
、
米
子
市
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
保
育

所
・
学
校
で
一
挙
に
直
営
か
ら
民
営
に
移
行
す
る
と
い
っ
た
例
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
。
給
食
の
質
が
本
当
に
保
て
る
で
し
ょ
う
か
。

○
…
漁
協
へ
の
補
助
金

補
助
金
が
次
々
と
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
中
で
、
水
産
業
振

興
費
と
し
て
魚
礁
設
置
の
た
め
の
助
成
が
例
年
通
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に

投
資
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
の
か
、
適
正
に
補
助
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
厳
し

い
チ
ェ
ッ
ク
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

○
…
受
診
費
用
の
負
担
増

国
保
証
の
送
付
と
同
時
に
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の

自
己
負
担
額
が
市
民
税
課
税
世
帯
の
方
は
平
成
十
九
年
度
が
８
４
０
０
円
だ
っ
た
も

の
が
１
万
円
に
、
非
課
税
世
帯
は
５
０
０
０
円
だ
っ
た
も
の
が
６
５
０
０
円
に
と
、

大
幅
な
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
る
通
知
が
届
き
、「
こ
ん
な
に
負
担
が
増
え
た
ら
、

と
て
も
受
診
で
き
な
い
」
と
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
負
担
増
は
許
せ
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

共
産
党
以
外
は
”賛
成
“

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
自
民
・
公
明
が

医
療
費
削
減
の
槍
玉
に
挙
げ
、
お
年
寄
り
に

か
か
る
医
療
費
を
大
幅
に
削
減
す
る
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
現
代
版
「
姥
捨
て
山
」
で
す
。

長
寿
を
祝
う
ど
こ
ろ
か
、
お
年
寄
り
に
肩
身

の
狭
い
思
い
を
さ
せ
、
病
院
に
か
か
り
に
く

く
す
る
お
年
よ
り
い
じ
め
の
制
度
で
す
。

問
題
だ
ら
け
の
制
度
の
中
止
・
撤
回
な
ど

を
求
め
る
意
見
書
が
全
国
で
５
４
０
を
超
え

る
議
会
で
採
択
さ
れ
、
２
月
定
例
鳥
取
県
議

会
で
も
全
会
一
致
で
「
抜
本
的
な
見
直
し
」

を
求
め
る
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
米
子
市
議
会
で
は
、
３
月
議
会

に
上
程
さ
れ
た
同
制
度
に
関
連
す
る
予
算
・

条
例
に
、
共
産
党
以
外
の
会
派
は
す
べ
て
賛

成
。
国
会
で
は
野
党
共
同
で
廃
止
法
案
を
提

出
し
た
民
主
党
議
員
も
、
市
議
会
で
は
「
賛

成
」
に
回
る
と
い
う
”ね
じ
れ
“
現
象
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

制
度
は
こ
の
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
世
論
を

さ
ら
に
高
め

て
、
早
期
の
中

止
・
廃
止
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

日本共産党 
3月議会報告 
日本共産党 
3月議会報告 
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米
子
市
議
会
三
月
定
例
会
は
二
月
二
十
九
日
か
ら

三
月
二
十
五
日
ま
で
の
二
十
六
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
医
療
や

給
食
の
民
営
化
な
ど
今
議
会
で
の

特
徴
点
、
一
般
質
問
の
内
容
（
裏

面
）
な
ど
ご
紹
介
し
ま
す
。

「悪政に反対」貫く共産党 
３月議会でも 
「悪政に反対」貫く共産党 
３月議会でも 

明正会
一院ク
誠　心
創政会

議案･意見書に対する議員の態度
（○は議案・意見書に賛成、×は反対）

岡村　英治
松本　松子
岩崎　康朗
竹内　英二
谷本　　栄
中田　利幸
中村　昌哲
野坂　道明
松田　　正
吉岡　知己
渡辺　穣爾
渡辺　照夫
伊藤ひろえ
門脇　邦子
中川　健作
森　　雅幹
八幡　美博
尾沢　三夫
藤尾　信之
松井　義夫
矢倉　　強
笠谷　悦子
原　　紀子
安木　達哉
安田　　篤
中本　実夫
遠藤　　通
宮田　　誠
内田　隆嗣

新　風

未　来

新政会

公明党

共産党
×
×
○
○
○
○
○
○
○
議長
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
×
○
○
○
○
○
○
○
議長
○
○
○
○
○
○
○
○
○
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○
○
○
○
○
○
○
○

×
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○
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○
○
○
○

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

関
連
予
算
・
条
例

「
道
路
特
定
財
源
の
確
保
」
意
見
書

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算

議案
・
意見書

会派
・
議員



後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

改
善
に
つ
い
て

―
少
な
い
年
金
の
高
齢
者
に
は
保
険

料
の
減
免
を
米
子
市
独
自
に
行
う
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

鳥
取
県
広
域
連
合
で
、
県
内

統
一
の
要
項
を
つ
く
る
準
備
を
進
め
て

い
る
の
で
、
市
独
自
で
実
施
す
る
考
え

は
な
い
。

―
年
金
18
万
円
以
下
の
人
か
ら
も
均

等
割
り
を
徴
収
し
、
払
え
な
か
っ
た
ら

保
険
証
を
取
り
上
げ
る
。
こ
ん
な
こ
と

は
「
勝
手
に
死
ね
」
と
い
う
の
と
同
じ

で
は
な
い
か
。「
資
格
証
は
発
行
し
な

い
」
と
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
い
か

が
か
。

答
弁

資
格
証
明
書
は
、
納
付
相
談

を
増
や
す
た
め
、
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
事
情
に
よ
り
、
納
付
困
難
な

場
合
は
、
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

―
こ
れ
ま
で
、
国
保
加
入
者
は
検
診

が
無
料
で
あ
っ
た
の
に
、
75
歳
に
な
っ

た
途
端
、
有
料
化
す
る
道
理
は
な
い
。

自
己
負
担
の
５
０
０
円
は
無
料
に
す
べ

き
。
い
か
が
か
。

答
弁

広
域
連
合
が
５
０
０
円
に
決

め
た
。
74
歳
ま
で
の
自
己
負
担
も
５
０

０
円
を
予
定
し
て
い
る
。

国
保
で
も
適
用

―
乳
が
ん
や
子
宮
ガ
ン
な
ど
の
手
術

後
に
起
こ
る
リ
ン
パ
浮
腫
の
治
療
用
装

具
で
あ
る
弾
性
ス
リ
ー
ブ
や
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
の
購
入
費
の
保
険
扱
い
は
。

答
弁

い
っ
た
ん
購
入
費
用
を
全
額

支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
領
収
書
と
医
師

の
診
断
書
を
も
っ
て
、
申
請
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
広
報
な
ど
で
周
知
に
当
た

る
。

生
活
路
線
バ
ス
の
廃
止
と

今
後
に
つ
い
て

―
鳥
取
県
の
乗
車
密
度
の
補
助
基
準

が
変
更
さ
れ
た
た
め
、
米
子
始
発
佐

摩
・
大
山
線
が
米
子
市
今
津
で
途
切
れ

て
い
る
。
バ
ス
の
廃
止
は
、
特
に
、
お

年
寄
り
、
学
生
、
車
の
な
い
弱
者
を
切

り
捨
て
る
。
大
山
町
長
は
、
近
隣
の
自

治
体
に
協
力
を
要
請
し
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
市
長
は
、
そ
れ
に
積
極
的
に
応

え
た
の
か
伺
う
。

答
弁

広
域
幹
線
バ
ス
路
線
は
、
米

子
市
の
周
辺
部
や
沿
線
市
町
村
の
住
民

の
生
活
に
と
っ
て
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
そ
の
考
え
で
関
係
機
関
と

協
議
を
し
て
い
く
。

原
油
高
騰
に

漁
業
者
へ
の
助
成
を

―
米
子
市
は
、
生
活
保
護
世
帯
、
児

童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
、
特
別
障
害

者
・
障
害
児
手
当
て
受
給
者
世
帯
に
一

世
帯
あ
た
り
５
千
円
を
支
給
し
た
が
、

漁
業
者
も
操
業
に
深
刻
な
影
響
を
受
け

て
い
る
。
助
成
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

答
弁

国
、
県
の
生
活
保
護
世
帯
を

軸
に
と
考
え
て
お
り
、
独
自
の
助
成
は

考
え
て
い
な
い
。

松本松子議員
一般質問

命
を
縮
め
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

命
を
縮
め
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」 

全
国
に
例
の
な
い

「
一
挙
に
民
営
化
」

今
年
四
月
か
ら
保
育
所
・
学
校
給
食

の
調
理
業
務
が
直
営
か
ら
民
間
委
託
に

移
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
は
ぐ
く
む
食
教
育
の
一
環
と

し
て
の
給
食
の
質
が
確
保
さ
れ
る
保
障

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

岡
村
英
治
議
員
は
「
民
営
化
後
、
児

童
や
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
す

る
な
ど
し
て
、
給
食
の
質
に
つ
い
て
検

証
す
べ
き
」
と
当
局
の
取
り
組
み
姿
勢

を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
教
育
長
も
「
行

っ
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
、
米
子
市
の
場
合
、
全
国
的
に

も
例
の
な
い
「
す
べ
て
の
学
校
給
食
を

一
挙
に
民
間
に
移
行
す
る
」
方
式
で
あ

り
、
市
に
調
理
業
務
に
直
接
携
わ
る
人

材
が
い
な
く
な
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
村
議
員
は
「（
民

間
業
者
に
対
す
る
）
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

果
た
せ
ず
、
結
果
的
に
業
者
言
い
な
り

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」

と
”業
者
へ
の
丸
投
げ
“
の
問
題
点
を

指
摘
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
特
定
の
業
者
１
社
だ
け
で

学
校
給
食
全
体
の
八
五
％
以
上
の
食
数

を
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
食

中
毒
の
発
生
や
経
営
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
万
が
一
の
場
合
を
考
え
た
場
合
、
リ

ス
ク
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

漁
協
へ
の
補
助

き
ち
ん
と
し
た
検
証
を

今
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
水
産
業

協
同
組
合
法
の
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
q
正
組
合
員
資
格
審
査
の
適
正

化
w
社
会
正
義
実
現
の
た
め
の
役
員
欠

格
事
由
へ
の
暴
力
団
員
等
の
追
加
―
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
揚
げ
が

な
い
の
に
漁
協
の
正
組
合
員
に
な
っ
て

い
る
背
景
と
し
て
、
公
共
事
業
な
ど
に

伴
う
漁
業
補
償
金
目
当
て
に
実
体
の
な

い
”幽
霊
組
合
員
“
を
生
み
出
し
て
い

る
、
と
い
う
事
例
が
全
国
的
に
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
漁
協
に
は
、
市
か
ら
多
額
の

補
助
金
な
ど
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
市

は
組
合
に
対
す
る
き
ち
ん
と
し
た
検
証

を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

岡
村
議
員
は
「
米
子
市
で
も
対
岸
の
火

事
と
す
べ
き
で
な
い
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
ま
し
た
。
市
長
は
「
県
の
指
導
で
、

法
の
趣
旨
に
則
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組
合
運
営
が
な
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れ
る
も
の
と
考
え
る
」
と
消
極
的
な
姿

勢
に
終
始
し
ま
し
た
。

岡村英治議員
一般質問

民
営
化
で
給
食
の
質
の
低
下
き
た
す
な
！ 
民
営
化
で
給
食
の
質
の
低
下
き
た
す
な
！ 

□市営白浜住宅改築一部完成
白浜住宅は昭和37年に建てられており、旧淀江町のときから、改築が

重要課題とされながら、いつも先送りにされてきました。その間、改築
を待っていた人も現在は施設に入所したり、亡くなったりしました。や
っと、平成19年度に14戸が改築され、残りの工事も間もなく始まります。

□和田小になかよし学級
和田小学校内になかよし学級（学童保育）を新設しました。これで、

22小学校に設置され、未設置は大篠津小だけです。今後、保育時間の延
長、入級希望児童が多くて“足切り”されている現状の解消など、なか
よし学級の充実が急がれます。

□妊婦検診５回まで公費負担に
母体や胎児の健康保持のため、総合的な健康審査に対する公費助成が、

従来の２回から５回に増えました。県内ではさらなる上乗せしている自
治体もあり、米子市でもいっそうの充実が求められます。

□子育て支援の意見書を政府に上げた
現行保育制度の堅持・拡充、保育・学童保育・子育て支援、施策の推

進にかかわる国の予算の大幅増額を求める意見書です。
１、現行保育制度を堅持・拡充し、直接入所方式や直接補助方式を導
入しないこと。
２、待機児童解消のための特別な予算措置を行うこと。
３、保育所最低基準は堅持し、抜本的に改善すること。
４、保育所、幼稚園、学童保育、子育て支援施策推進のための国の予
算を継続して大幅に増額すること。
５、子育てにかかわる保護者負担を軽減し、仕事と子育ての両立が図
られるよう社会的環境を整備すること。

平成20年３月25日
米子市議会

こんなこと実現しました


